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＜鹿島中学校 学校だより＞

【令和４年２月号②】

《重点目標》『品格を磨き 見通しをもって 粘り強く 共に高め合おう』

前号に引き続き、学校評価アンケートの結果をお伝えします。

【心 の 教 育 と 生 徒 指 導 の 充 実】

４ よいあいさつ、身だしなみ、言葉遣いを心がけている。

教師が０．２ｐｔ下がっていますが、生徒と保護者の評価

は上がっています。生徒については生徒会が進めている「３

つの習慣」について、意識してよく取組めたと評価した結果

であると思われます。

《今後の取組み》

今後も生徒の気持ちに根づきつつある「品格の向上」につ

いて、生徒自身が必要性を実感し、自立して取組めるように支援・指導していきたいと思います。

５ 思いやりをもって人と接するように心がけている。

教師が０．３ｐｔ、保護者が０．１ｐｔ下がっています。

教師、保護者にとっては、生徒の軽はずみな言動で相手の心

を傷つける場面を目にしたり、指導してきた実態があるから

だと考えられます。

《今後の取組み》

思いやりを持ち、相手を尊重して接するということについて、生徒の実態を踏まえ、道徳の授業や学年集

会などの機会をとらえて今後も指導していきたいと思います。

６ 生命を大切にするようにしている。

教師、保護者、生徒ともに、Ａ評価の割合が３９％、４７

％、６９％と高い値となっています。

《今後の取組み》

この項目は、いじめの未然防止や相手の人権を尊重する態

度の育成に深くかかわることから、道徳の授業や「人権作文」

を書くことを通して深く考える機会を設けてきました。今後も命の大切さを実感する場を多くもてるように

継続して指導していきたいと思います。

７ いじめは許さないようにしている。

教師が０．２ｐｔ減少しましたが、３者とも高い値を示し

ています。本校では、教育相談体制を整えるとともに、生徒

には毎月、保護者には隔月でいじめアンケートを実施し、い

じめの早期発見・早期解決に努め、いじめを見逃さない指導

を徹底しています。

《今後の取組み》

今後も普段の教師の観察やアンケートの実施に加え、道徳の授業を充実させ、心を育てるとともに、積極

的な生徒指導を進めていきたいと思います。また、いじめを許さない取組みについての情報発信の機会を多

くしていきたいと思います。

裏面に続きます。

車輪梅
まとめ・振り返りを次年度に生かそう



８ 楽しく学校生活を送っている。

生徒については０．１ｐｔ増加しています。今年度は中体連

や吹奏楽コンクールが再開され、努力の成果を発揮する機会を

得たことが結果に表れたと考えられます。

《今後の取組み》

担任を中心に学年主任、養護教諭のサポート体制を継続しな

がら、今後も互いを認め、賞賛しあえる学級風土を作り、楽しく学校生活が送られるようにしていきたいと

思います。

※カラー版を本校ホームページ上でご覧いただけます。


